
大規模荷主

事業者名 中分類業種 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置

　岩崎電気株式会社 電気機械器具製造業 ー ー ー ○ ○ ○
貨物輸送業者に環境配慮型車両情報や他社
取組を紹介し、情報共有の取組を行ってい
る。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
各地域に物流拠点を設置し、最
終顧客への配送を実施してい
る。

ー ー ー ○ ○ ○

当社が配送委託している物流子会
社が共同配送を行っており、他社
の荷物と積み合わせで配送を行っ
ている。

○ ○ ○
社内オンラインシステムにて各配送便
毎の才数・重量データに基づき配車して
いる。

○ ○ ○
午後3時30分を当日出荷分の発注締め
切り時間とし、販売事業所と認識を共有
ルール化している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

「運搬車両乗り入れ規制手
順」を作成し、運送業者へ要
請している。また車検証写し
を提出してもらい低燃費仕
様であるか確認している。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップの看板をト
ラックヤードに設置してドライ
バーに注意喚起している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　エナジーウィズ株式会社 電気機械器具製造業 ○ ○ ○
配送先別に輸送トンキロを集計し、物流部門
の二酸化炭素排出量を把握している。

○ ○ ○
需要予測AI導入により各拠点への在庫必要
数量を予測し、
輸送を最適化。

○ ○ ○

委託貨物輸送事業者の埼
玉県地球温暖化対策条例
の計画実績報告
省エネ法の計画定期報告の
確認

○ ○ ○ SDGsに取組んでいる業者優先 ○ ○ ○
アフター・札幌・関東・関西・九
州・沖縄にDCを拠点に輸送
OE・デポ拠点への輸送

○ ○ ○
11型統一パレット使用・段済み可能な
荷姿

○ ○ ○
アフター・DC以降の路線便利用
OE・ミルクラン化・デポへの共同配
送利用

○ ○ ○
製品輸送量に応じ、混載便/２ｔ/４ｔ/10ｔ
/20ｔを選択し配送指示

○ ○ ○
受注、配送時間の基準化で輸送効率
向上

- - - ○ ○ ○ 積み込み時間予約制導入 ○ ○ ○ 路線便集約による輸送効率向上 ○ ○ ○
新車購入時の低燃費車等
購入要請

○ ○ ○
ドライブレコーダ、ＧＰＳデータを利用
したエコドライブ教育

ー ー ー ○ ○ ○

場外駐停車場と場内待機場を
拡充し必要面積確保
駐車場でのアイドリングストップ
依頼

○ ○ ○
構内物流、倉庫保管、製品出
荷を委託

○ ○ ○
九州・沖縄・北海道DC向けの
船舶輸送

ー ー ー

　大崎電気工業株式会社 電気機械器具製造業 ○ ○ ○

契約している物流部門に関するCO2排出量
の算出を行っている。
協力会社への輸送について購入先業者から
の直送化を実施（直接納入を行うことでの排
出削減量を月次集計している）。

○ ○ ○
社内物流管理システムによる適格な輸送量
把握による、輸送協力会社への情報展開に
よる適正便数の管理を実施。

〇 〇 〇

社内ルールに基づき輸送委
託業者の評価にCO2削減項
目を追加。
(※貨物運送業者に二酸化
炭素排出量削減に係る計画
と取り組み内容を確認。）

〇 〇 〇

社内ルールに基づき輸送委託業
者の評価に環境配慮項目の追
加。
(※貨物運送業者に環境関連法規
に遵守した車両や輸送の効率化
に
配慮した活動計画と取り組み内容
を確認。）

〇 〇 〇
部材入庫管理を協力会社へ集
約（VMI)し、社内への搬入輸送
回数を削減。

○ ○ ○
商品の荷姿により通い箱の梱包方法
の改善を継続実施。

ー ー ー ○ ○ ○
積載量に応じて、２ｔ、４ｔ、１０ｔと車両を
使い分けを継続。

○ ○ ○
営業からの情報を元に前日または当日
での手配を継続実施。

〇 〇 〇
天災等により指定納期に届かな
い場合は、営業から客先へ連携
を取り、適切な輸配送を実施。

○ ○ ○

トラックヤード監視システムを活用しタイム
リーにトラックドライバーへの通知を継続実施
中。
着指定時間厳守を顧客に要請実施。

○ ○ ○
部品供給メーカーへミルクランを
継続実施中。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

トラック待機場所の確保（10ｔ×4
台分）。
構内にアイドリングストップの看
板を掲示し周知徹底。

ー ー ー ○ ○ ○
鉄道輸送によるモダールシフ
トを推進継続。

○ ○ ○
社内物流管理システムによる適格な輸
送量把握による輸送協力会社への情
報展開と適正便数の管理を実施。

　沖電気工業株式会社 情報通信機械器具製造業 ○ ○ ○

業務を委託している事業者から実績報告を受
けている。
四半期ごとに実施されるマネジメントレビュー
で報告し、課題の抽出を行っている。

○ ○ ○

社内の生産管理部門・物流輸送管理部門及
び輸送の協力会社で連絡会議等を通じて情
報を共有し、運行スケジュールの見直し等に
より、ＣＯ２削減に向けた取組を検討してい
る。

ー ー ー ○ ○ ○

新規取引先の選定時にＩＳＯ１４０
０１や、グリーン経営取得
(T100011)等の取得状況を確認し
ている。

○ ○ ○

北海道から九州まで全国8拠点
に貨物を集約し、拠点毎に箇所
周り配送を組んでおり、効率の
良い配車を行っている。

ー ー ー ○ ○ ○

他社との共同輸送・混載便等の取
組を推進している。
工場からメーカーに少量配送する
場合は、効率を図るため他社製品
と混載輸送している。

○ ○ ○

定期便の車種変更を適宜実施してい
る。
荷量予測を軸に、中型(2t、4t)、大型
(11t)、トレーラー(14t）を物量に応じ発注
している。過積載対応の仕組みを構築
し、過去に各拠点から納品した容量、重
量等の実績を基に最適な車両台数を決
めている。

○ ○ ○

指定時間に関連部門から物流部門へ
発注データが届くようルール化し、指定
時間に連絡のあった注文は、拠点に集
約して各地区へ配送されている。各地
への配送便は配送時間がきまっている
ので、集中する事なく配送されている。
情報は配送先まで共有されている。

○ ○ ○

道路情報収集やＥＴＣ２．０導入
による渋滞情報を活用する事で、
効率よい輸配送経路へ迂回す
る。特にトラックに取り付けている
ＥＴＣ装置は、高速の走行時、渋
滞情報がリアルタイムで入るの
で、効率の良い走行が可能であ
る。

○ ○ ○

配送日便スケジュールの「見える化」を実施。
スケジュールを配車部門と共有している。ま
た車両が集中する時間帯には、電話連絡等
で待ち時間の発生を抑制している。

○ ○ ○

各配送拠点に巡回便を設けて、
効率的な配送が行えるよう、纏め
輸送、ミルクラン輸送を実施して
いる。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

正門に掲示板を設置し、一時停
止中のアイドリングＳＴＯＰを推
進している。
また、正門警備担当が、ドライ
バーに対し、協力の呼びかけを
行うよう活動している。

ー ー ー ○ ○ ○

長距離期間輸送（北海道、中
国、四国、九州地方）におい
て、鉄道によるモーダルシフト
の推進。また、RORO船を利
用した船舶輸送も実施（北海
道）
他社製品との積み合わせ運
行の推進を実施。

ー ー ー

　キヤノン・コンポーネンツ株式会社
電子部品・デバイス・電子
回路製造業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

○ ○ ○ ー ー ー

　キヤノン電子株式会社　秩父事業所 電気機械器具製造業 ○ ○ ○

使用便の毎月の二酸化炭素排出量集計を実
施。また毎月のフォロー会で目標未達成だっ
た原因・課題を抽出し、進捗管理を行ってい
る。

○ ○ ○

貨物輸送事業者を訪問し情報共有を実施。ま
た、運送業者の従業員に社内ルールの伝達
を行いCO2削減のお願いを実施。（アイドリン
グストップ禁止等）

ー ー ー ○ ○ ○
委託選定時にグリーン経営認証
等の取得確認を実施

ー ー ー ○ ○ ○
商品・荷姿の標準化等による積載率
の向上

○ ○ ○
混載便の利用や共同輸配送の実
施

○ ○ ○
貨物が少ない場合は、混載便の利用や
適正車種の指定

○ ○ ○ 配送時間割の取り決め ○ ○ ○ 夜間配送の実施 ○ ○ ○
倉庫が混雑する曜日を把握して混雑する曜
日を避けることで待ち時間を削減。

○ ○ ○

積載効率向上活動の実施（荷量
によって、トラックのサイズ（ｔ数）の
変更を行う）。輸入品輸送の直送
化（九州地区への直接納入）。

ー ー ー ○ ○ ○
貨物輸送事業者に対する、エコドラ
イブの実施要請

ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップ立て看板に
よる啓蒙活動

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　キヤノン電子株式会社　美里事業所 電気機械器具製造業 ○ ○ ○

使用便の毎月の二酸化炭素排出量集計を実
施。また毎月のフォロー会で目標未達成だっ
た原因・課題を抽出し、進捗管理を行ってい
る。

○ ○ ○

貨物輸送事業者を訪問し情報共有を実施。ま
た、運送業者の従業員に社内ルールの伝達
を行いCO2削減のお願いを実施。（アイドリン
グストップ禁止等）

ー ー ー ○ ○ ○
委託選定時にグリーン経営認証
等の取得確認を実施

ー ー ー ○ ○ ○
商品・荷姿の標準化等による積載率
の向上

○ ○ ○
混載便の利用や共同輸配送の実
施

○ ○ ○
貨物が少ない場合は、混載便の利用や
適正車種の指定

○ ○ ○ 配送時間割の取り決め ○ ○ ○ 夜間配送の実施 ○ ○ ○
倉庫が混雑する曜日を把握して混雑する曜
日を避けることで待ち時間を削減

○ ○ ○

積載効率向上活動の実施（荷量
によって、トラックのサイズ（ｔ数）の
変更を行う）。
輸出入輸送の直送化（九州地区
への直接納入）。

ー ー ー ○ ○ ○
貨物輸送事業者に対する、エコドラ
イブの実施要請

ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップ立て看板に
よる啓蒙活動

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　株式会社鷺宮製作所 電気機械器具製造業 ○ ○ ○
貨物輸送業者に情報を提供いただき、排出
量の算定を行った。

○ ○ ○
排出量算定にあたって情報共有を行った。今
後は、排出量削減に向けた取組を検討してい
く。

ー ー ー 該当なし ー ー ー 該当なし ー ー ー ○ ○ ○

バイオフィルムを使用した環境に配慮
した緩衝材を使用。及び緩衝材の再
利用。商品の規格標準化の実施およ
び反復使用可能な梱包資材の導入

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

毎日、決まった時間での集荷を行って
いる。輸出品についても、発送時間に
よって、発注時間が決められており、そ
のルールを守って輸送を行っている。

ー ー ー ○ ○ ○

これまで、安全面を考慮して、朝の従業者が
出社する時間帯での来場と荷下ろしを避け
てもらうよう依頼をしていたが、物流の2024
年問題も考慮し、それを廃止した。
（安全面には十分配慮をしてもらっています）
また、荷下ろしや運搬手段を確保するため、
フォークリフトを２台購入し、待機時間の削減
に繋げた。なお、２台のフォークリフトは、電
動式であるため、CO2削減にも貢献してい
る。

○ ○ ○

これまでは事業所内の複数箇所
に部品などを納品してもらってい
たが、新しい倉庫棟ができたこと
により、その倉庫棟１箇所のみに
納品してもらう形に変更した。

ー ー ー ○ ○ ○
守衛所にて、構内入場時に要請事
項を記載した許可証により周知徹
底。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

生産管理が作成した生産計画
に基づき、複数拠点を毎日決
まった時間で各拠点を循環す
る定期便を運用している。

○ ○ ○

長距離幹線輸送に関しては、
運送会社の列車貨物輸送シ
ステムを利用して製品を輸送
している。

ー ー ー

　サンケン電気株式会社
電子部品・デバイス・電子
回路製造業

○ ○ ○
輸送事業者から車両輸送時のＣＯ２排出量を
報告を受け、トンキロ法により二酸化炭素排
出量の把握している。

○ ○ ○

輸送事業者から車両輸送時のＣＯ２排出量
の報告を受け、トンキロ法により二酸化炭素
排出量の把握し、最適な出荷方法等の改善
を図っている。

ー ー ー

貨物輸送事業者から車両輸
送時のＣＯ２排出量を報告を
受け、トンキロ法により二酸
化炭素排出量の把握を継続
する。

○ ○ ○
選定に当たり、ISO１４００１の取得
等の確認実施。

○ ○ ○
大手物流業者と提携し、物流部
門の合理化、高効率化を図って
いる。

○ ○ ○
ダンボール箱から通い箱へ変更し省
資源化を図っている。

○ ○ ○
混載便での発送を第一優先として
いる。

○ ○ ○
同一方面客先への積み合わせにおい
て、積載率を極力高めるように努めてい
る。

○ ○ ○ 定時発送の実施。 ○ ○ ○
事前情報にて発送時間の前倒し
を実施。

○ ○ ○
定時発送による待機時間の削減を図ってい
る。

○ ○ ○
自社工場間の定期便を毎日運行
から隔日運行へ変更し回数削
減。

○ ○ ○
輸送事業者との不定期情報
交換会にて低燃費車量利用
を促している。

○ ○ ○
輸送事業者との不定期情報交換会
にてエコドライブを促している。

○ ○ ○
輸送事業者との不定期情報交換
会にて状況把握している。

○ ○ ○
県条例等の構内掲示、業者へ
の周知を図っている。

○ ○ ○ 大手物流業者と提携している。 ○ ○ ○
遠方への輸送時に鉄道利用
を検討している。

ー ー ー

　新電元工業株式会社 電気機械器具製造業 ○ ○ ○
SBT認証取得。Scope3を算定し上流・下流の
輸送で発生したCO2排出量を把握して課題等
の抽出を実施している。

○ ○ ○

資材部門と生産管理部門による物流会議を
開催し情報を共有し輸送効率の取組みを実
施。2022年度より同じ埼玉県に拠点を持つ同
業他社と協業して共同配送サービスの「グ
リーン物流」に取り組んでいます。
競合する同業他社ではありますが「納品先が
近い」という共通点があり輸送効率化で利害
が一致し、トラックが配送先を巡回し製品を混
載する共同配送スキームを実施しました。
2022年6月から2023年3月までで走行距離で
約830km、東京から九州ほどの距離削減につ
ながりました。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

社外物流拠点の利用や製品群
の出荷拠点見直し等を行い
輸送効率の最適化を継続的に
実施

○ ○ ○
梱包サイズの共通化の検討や納入先
の出荷物を集約した
積載率の向上を進めている

○ ○ ○

物流拠点での纏め梱包により、輸
送便数の削減を継続的に実施海
外輸送時船便の情報を事業部間
で共有し、可能な場合に相乗り輸
送を実施

○ ○ ○
製品のサイズ・重量・梱包形態に応じ
た、適切な輸送車種選択を継続的に実
施

○ ○ ○
小口宅急便の社内発送窓口を一本化、
かつ定期集荷時間を取り決め、当社へ
の集荷回数を削減

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

関係会社と連携し、最適輸送路・
輸送方法の見直しを継続的に実
施
定期輸送便の頻度見直し(廃止含
む)　による輸送頻度の最適化を
継続的に実施

ー ー ー ○ ○ ○ 来場車両入門時の啓発活動を実施 ー ー ー ○ ○ ○

①事業所内のアイドリングストッ
プ実施を社内規定に明記し、従
業員・来場者に順守させる。
②事業所レイアウトを運搬車両
が常時入構できるように設計。
路上駐車不要な仕組みとした。

ー ー ー ー ー ー ○ ー ー
外部リソースの活用も含めた物流網の
見直しを実施

　株式会社タムラ製作所
電子部品・デバイス・電子
回路製造業

○ ○ ○

業務を委託している事業者から輸送配送実
績報告を受け、自社ロジスティック部門でトン
キロ法による計算式を用いて二酸化炭素排
出量実績を把握している。課題の抽出は都度
実施している。

○ ○ ○
業務を委託している事業者と自社ロジスティッ
ク部門での情報共有を実施。Co2排出量のさ
らなる削減に向けた取組みを検討している。

ー ー ー ○ ○ ○
ISO14001取得済（登録番号NQE-
0156A）

○ ○ ○ 最適物流拠点の活用 ○ ○ ○ 通箱利用の推進 ○ ○ ○ 混載便利用の推進 ○ ○ ○ 輸送量、輸送距離に応じた車種選定 ○ ○ ○ 指定時間順守の推進 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
最適な輸送ルートの設定、トラック
1台あたりの積載率向上

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
交通安全講習会年1回実施。業
務を委託している事業者にも出席
依頼をし情報を共有。

○ ○ ○
荷捌き場、駐停車場の整備・拡
充

○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

ー ー ー ー ー ー

　株式会社秩父富士 電気機械器具製造業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　DNPファインオプトロニクス
電子部品・デバイス・電子
回路製造業

○ ○ ○

輸送量（走行距離×重量）のデータを取って
おり、エネルギー使用量（走行距離×単位発
熱量÷燃費）及びCO2排出量を算出し、半期
ごとに報告書にまとめ、課題抽出を行ってい
る。

○ ○ ○

自社の物流改善推進部門と輸送業者とで
日々連絡を取り合い情報共有を行い、効率良
い輸送を図ることを通して、CO2削減の取組
みを実施している。

○ ○ ○

「自動車使用管理計画書」
及び「自動車地球温暖化対
策計画書」の有無を確認す
る。

○ ○ ○
「ＩＳＯ１４００１」等の取得状況を確
認する。

○ ○ ○
輸送業者配送センターへ納入
しエリア別に路線にて配送して
いる。

○ ○ ○
出荷用ダンボールに無駄なスペース
をなくす為、小ロット出荷用ダンボール
を作製している。

○ ○ ○

積載量が減少しているところは定
期便から路線便（混載便）への切
り替えを進めている。また、部門を
またがった共同配送も可能な限り
実施している。同一方向への納品
は混載出荷を行っている。

○ ○ ○
積載率向上のために便数の見直しを
行っている。また、輸送量が少ないとき
は軽車両も活用している。

○ ○ ○
工場での積込時間を固定化し、それに
合わせた時間で集荷を行っている。

○ ○ ○
天候不良等により予め混雑が予
想される時は定期出発時間を前
倒しする等調整している。

○ ○ ○

工場での積込時間固定化により、それに合
わせた生産にて待機時間削減を行ってい
る。
また各運送業者の積込み時間を分ける事
で、待機時間削減を図っている。

○ ○ ○

梱包のまとめや貨物伝票のまと
めを推進し、輸送効率の向上を
図っている。また、同一方向の混
載を出来る限り進めるとともに、戻
り便の活用も進めている。

○ ○ ○

低燃費車の導入比率／使
用比率、省エネルギー支援
機器搭載車の比率を確認と
合わせて、利用要請を行う。

○ ○ ○
エコドライブの徹底を確認と合わせ
て、要請を行う。

○ ○ ○

各輸送業者にアンケート形式で低
燃費車等の利用状況やエコドライ
ブの実施状況を確認し、課題の抽
出と改善検討を行う。

○ ○ ○
委託先事業者に対し、待機時
はアイドリング・ストップの徹底を
依頼。

ー ー ー
現時点では具体的な計画な
し。

ー ー ー
現時点では具体的な実施計
画はないが、可能なタイミング
でのトライを検討中。

ー ー ー

　株式会社東光高岳 電気機械器具製造業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
グリーン経営認証取得（2012年3
月）

ー ー ー ○ ○ ○
実施済み（規格標準化されたものを運
搬、段ボール梱包等の利用）

○ ○ ○ 実施済み（混載便） ○ ○ ○ ４t車などでの運搬を依頼 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
ドライブレコーダー導入によ
るエコドライブの意識付け

○ ○ ○
毎月燃費にて運転状況（エコドライ
ブ）を確認

ー ー ー ○ ○ ○
構内アイドリング防止の取り組
み（正門にアイドリングストップ
喚起看板の設置）

ー ー ー
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

ー ー ー ー ー ー

　日清紡マイクロデバイス株式会社
電子部品・デバイス・電子
回路製造業

○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
特定の運送業者に対して、運送業
者選定評価表にて粒子物質減少
装置の装着を確認。

○ ○ ○ 特定運送業者を活用。 ○ ○ ○ 外装梱包箱形状の標準化。 ○ ○ ○
出荷量に応じて定期便混載を利
用。

○ ○ ○
出荷量に適したチャーター便の手配。
または定期混載便を活用

○ ○ ○ 定期時間での出荷取り組み。 ー ー ー ○ ○ ○ 事前出荷準備の取り組み。 ○ ○ ○

一部、発注納期設定を週１回〇曜
日と決め、輸送回数を削減および
輸送会社指定のルート輸送を受
入れ

ー ー ー ○ ○ ○
構内に乗り入れする自動車に発行
する構内乗入許可証にアイドリング
禁止を記載。

ー ー ー ○ ○ ○
トラックヤード内にアイドリングス
トップの表示を実施。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　日本信号株式会社　久喜事業所 電気機械器具製造業 ○ ○ ○
協力会社(物流事業者)については、着発地、
距離、車種、使用燃料から、CO2排出量、燃
費等を把握

ー ー ○ 輸送事業者と情報共有の取り組み ー ー ○
貨物輸送事業者とCO2排出
量削減計画の共有

ー ー ○
貨物輸送事業者と環境配慮活動
の共有

ー ー ー ○ ○ ○
環境配慮設計(社内規程で開発製品
の小型・軽量化等の取り組みを点数
化し、一定以上の目標を定めて開発)

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
輸送依頼受付時間とコストの関係を明
示し、緊急輸送は上位職の承認を必要
とすることでチャーター便利用の削減

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○
エコドライブ等を呼びかけるリーフ
レットの配布

ー ○ ○
貨物輸送事業者と活動状況の共
有

ー ○ ○
アイドリング防止を呼びかける
看板の設置

ー ー ー ー ○ ○
定期便の一部を鉄道貨物輸
送に変更

ー ー ー

　日本電波工業株式会社 電気機械器具製造業 〇 〇 〇

本社より毎月稼働９日目に全営業所分の
データが送付される。
運送物量がCO2排出量に影響しますので、
物量に応じ出荷、配送ルート変更見直し実施
しています。また、トラック切替時にはCO2削
減等環境に配慮した最新の車両としていま
す。

〇 〇 〇

定期的な輸送会議を実施し情報の共有化を
実施している。
貨物輸送事業者と先々の出荷物量情報を定
期的に共有することで1-(1)の対策に繫げて
います。

ー ー ー 〇 〇 〇

ISO１４００１を取得している企業に
委託している。
輸送会議時に各協力会社の取り
組みを説明して頂き確認してい
る。

ー ー ー 〇 〇 〇

各部門において梱包状況に合わせた
適正梱包材を使用し、積み合わせ時
には、出来るだけ計上を揃え積み付
けを実施している。

〇 〇 〇
積載効率を優先し混載便を実施し
ている。

〇 〇 〇 配送量に応じてトラックを手配している。 〇 〇 〇

定時定ルートによる配送を委託先に行
なわせている。
配車一覧表にてコース別に設定してい
る。

〇 〇 〇
交通事情による輸送ルートの見
直しを委託先に行なわせている。

ー ー ー 〇 〇 〇

定時定ルートによる配送を委託先
に行なわせている。
配車一覧表にてコース別に設定
している。

ー ー ー 〇 〇 〇
定期輸送会議において各社の取り
組み状況説明時に確認している。

〇 〇 〇 デジタコによるエコドライブの遵守 〇 〇 〇
原則路上駐車での納品は発生
していない。

〇 〇 〇
製造した商品の運搬・保管を外
部（アルプス物流社）に委託し
て配送している。

ー ー ー ○ ○ ○

ＩＣＴを活用した自動車排出温室効果ガ
スの削減
運送日報にタコメータからの運転状況
がデータで点数化され、ドライバーへの
教育（エコ運転等）に活用している。

　パイオニア株式会社 電気機械器具製造業 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策条
例に基づく、自動車地球温
暖化対策計画書提出確認を
行っている

○ ○ ○
グリーン経営認証取得をしている
事業を選定

○ ○ ○
定期運行便を中継拠点で合流
させ便数を削減

○ ○ ○ 商品の小型化、軽量化 ○ ○ ○ 物量に応じて配車（混載） ー ー ー ○ ○ ○
ダイヤを組み、ロスのない運行ルール
化

○ ○ ○ 混雑時は迂回を指示している ○ ○ ○
ダイヤに基づきピットを確保しているため待ち
時間は基本なし

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップ等のエコドライブ
を乗務員会議で展開してもらってい
る

ー ー ー ○ ○ ○
構内に「アイドリング中止」の看
板を掲示し、停車時のアイドリン
グストップを行っている

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　富士電機機器制御株式会社 電気機械器具製造業 〇 〇 〇

燃料法･燃費法･トンキロ法による計算式を用
いて二酸化炭素排出量実績を、改正省エネ
法の定期報告書の基準で把握し、課題を抽
出する

○ ○ ○
貨物輸送事業者との定例会議等で環境側面
から情報･課題を共有し、改善と合理化に取り
組む

○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推
進条例に基づく、自動車地
球温暖化対策計画書等の
提出状況を確認

○ ○ ○
グリーン経営認証登録の更新状
況の確認

○ ○ ○
東京・大阪・名古屋の物流拠点
を活用した共同配送実施

○ ○ ○

・積み付けパレットのハーフサイズの
使用拡大
・スリーブボックス活用によるパレット
貨物の段積み

○ ○ ○ 路線、宅配業者の利用 ○ ○ ○
輸送量に応じた車両サイズを選定して
発注（大阪、名古屋、京浜便）

○ ○ ○
決められた定期便の出発時間や路線
便の引渡し時間の徹底、遵守

ー ー ー ○ ○ ○
配送貨物の完成時間に合わせた配車依頼
による待機時間の削減

ー ー ー ○ ○ ○
低燃費車等への切り替え、
デジタコ/ドライブレコーダー
の搭載

○ ○ ○
上記デジタコ活用によるエコドライブ
の実施と記録を要請

○ ○ ○

・低燃費車等への代替状況の確
認
・車両種別ごとの総台数と月別燃
費実績の確認

○ ○ ○

・事業所敷地内にトラック駐停車
場の確保
・運転手が構内待機時に使用で
きる控室の確保

○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託して効率化を図っている

ー ー ー ○ ○ ○
鉄道輸送を活用したCO2削減の取り組
み

　三菱電機ホーム機器株式会社 電気機械器具製造業 ○ ○ ○

三菱電機本社への環境報告書フォームで、
CO2排出量の削減目標として九州配送セン
ター向け輸送のＪＲ利用率がＵＰするよう活動
中。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

輸送業者に対し、当社の環境方針
や環境影響低減関係資料を配
布、協力を依頼。また、環境配慮
経営の確認をしていく。

○ ○ ○
三菱電機の配送センターを利
用し、他の製作所と共同の輸配
送を実施

○ ○ ○
販売規模の多いものは、箱寸法を共
通化

○ ○ ○
自社内ではあるが、製品と部品の
混載でトラック輸送実施

○ ○ ○
積載率が上げるよう出荷手配をし、輸送
量が少ない時は2日分、又は3日分を1
車分に纏めて出荷

○ ○ ○
2日前、又は、前日14:00頃の発注と向
け先毎に配送時間の指定あり

ー ー ー ○ ○ ○
向け先ごとに出荷倉庫を２分割し、出荷車両
が集中して待機時間が長くならないように運
営実施

○ ○ ○
向け先ごとの積載量に応じて間
引き出荷を実施し輸送回数を削
減

ー ー ー ○ ○ ○

貨物輸送事業者にエコドライブ、ア
イドリングストップ、ＩＳＯ１４００１取
得、エコアクション２１の取得、グ
リーン経営認証、埼玉県エコアップ
認証、グリーン購入ネットワーク輸
配送（貨物自動車）契約ガイドライン
の評価を受けている等の環境配慮
経営を依頼。

ー ー ー ○ ○ ○
トラック待機場・駐車場・社有車
置き等にアイドリングストップ看
板を設置しエコドライブを促進

ー ー ー
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

○ ○ ○
九州、北海道などの長距離輸
送はＪＲ貨物の輸送比率が高
くなるよう運営。

ー ー ー

　株式会社安川電機　 電気機械器具製造業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
外部倉庫を入出庫拠点として活
用し、輸送効率化や便数削減を
行う。

○ ○ ○
定期的に梱包方法の見直しを行い積
載量率向上を図る

○ ○ ○ 混載便の実施。 ○ ○ ○ 適正車種での発注実施。 ○ ○ ○
路線業者の集荷時間のルール化、構
内委託業者の出発時間のルール化に
より計画的運行を行う。

ー ー ー ○ ○ ○ 入車時間を指定し待ち時間を削減する。 ○ ○ ○
外部倉庫を入出庫拠点として活
用して、輸送効率化や便数削減を
行う。

ー ー ー

貨物輸送事業者に対する、
低燃費車又は省エネルギー
支援機器搭載車（以下、「低
燃費車等」）の利用要請

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
生活環境保全条例に基づくアイ
ドリングストップ看板の設置と啓
蒙活動の実施。

ー ー ー
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

ー ー ー ー ー ー

4-(1)商品・荷姿・梱包資材の形状の標準化や
軽量化等による積載率の向上

1荷主の物流部門における二酸化炭素排出量の把握 2環境に配慮している貨物輸送事業者の選定 3物流拠点の活用による輸配送の効率化 4積載率の向上による輸配送の効率化

1-(1)二酸化炭素排出量の把握及び課題等の抽出
1-(2)貨物輸送事業者と自社関連部門における情報共有
及び改善に向けた取組の実施

2-(1)貨物輸送事業者に対する二酸化炭
素排出量削減計画の提出確認

2-(2)貨物輸送事業者の環境配慮の確認 3物流拠点の活用による輸配送の効率化

7低燃費車等の積極的利用及びエコドライブの促進 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ

フトの推進
10その他の必要な取組

4-(2)混載便の利用や共同輸配送の取組
4-(3)輸送量及び積載率を考慮した適正車種での
発注

5-(1)発注時間及び配送時間のルール化 5-(2)道路混雑時の輸配送の見直し
5-(3)輸送車両の構内や周辺道路等における待機時間
の削減のための取組

10その他の必要な取組

5計画的な貨物輸送による輸配送の効率化
6その他輸配送の効率化により輸送距離及

び回数を削減する取組

6その他輸配送の効率化により輸送距離及
び回数を削減する取組

7-(1)貨物輸送事業者に対する、低燃
費車又は省エネルギー支援機器搭載
車（以下、「低燃費車等」）の利用要請

7-(2)貨物輸送事業者に対する、エコドライブの
実施要請

7-(3)貨物輸送事業者に対する、低燃費車
等の利用状況やエコドライブの実施状況の
確認、改善に向けた取組の実施

7-(4)構内アイドリング防止のための取組 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ
フトの推進


